
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・授業UDの視点から、ど
の教科においても授業中の
学習過程を可視化する。

・毎時間、学習の流
れについて授業UD
の視点からどの教科
においても授業中の
学習過程を可視化す
るための提示を行っ
ている。

・週に１度の朝のモジュー
ル学習で、確実に「ドリル
パーク」に取り組む。国語
と算数について隔週で取り
組む。

・篠小タイムにおけ
るドリルパークの活
用率100％。

放課後補習などを通して、
一人一人の学力の定着を図
る。

・月２回以上の放課
後補習の実施。

・学校評価児童アン
ケート「学校の宿題
などの家庭学習を、
学年×10分程度、き
ちんとやっています
か。」の肯定的な回
答90％以上

・国の学力調査「授
業時間以外の勉強時
間」→６年児童１時
間以上の回答割合
80％以

・授業の導入で、前単元や
前時の学習内容を想起させ
る。

・区の定着度調査→
４、５年児童、30分
以上の回答割合80％
以上達成

・探究的活動の充実として
総合的な学習の時間を中心
に、各教科等の学習と関連
させた探究的活動を年間指
導計画に位置付ける。その
際、様々な分類の書籍を読
めるよう配慮する。

・探究的な学習とし
て読書科が関わる学
習活動における成果
物（音声言語を含
む）を毎学期作成す
る。

・読書活動の充実のため
に、始業前の15分間の朝
読書を週２回を基本に実施
する。

・「読書や読書活動
を進んで行っていま
すか。」の肯定的な
回答80％以上

・毎週１回以上の全校運動
遊びの実施

・学期始めの健康振
り返りカード「体を
動かして遊ぶ」の肯
定的回答90％以上体

力
向
上

学
力
向
上

・「学年×10分」の家庭
学習の実施を、保護者へも
周知・依頼する。

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実

施・充実

令和７年度　江戸川区立篠崎小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
○よく考える子
○心豊かな子
○じょうぶな子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

○確かな学力をはぐくむ学校　○豊かな心と健やかな体をはぐくむ学校　○保護者・地域から信頼される学校
○基礎・基本を身に付け、自らすすんで問題を追究し、深く考え判断する子供　○感性に富み、ともに認め合い、思いやりがあり、奉仕の心を行
動にうつせる子供　○心も体も健康で明るく、やり抜く心体力があり、すすんで運動に取り組む子供
○自発性と英知を結集し、児童一人一人を大切にして愛情深く関わる教師　○社会人として、教育公務員として、組織的に学校運営に関わる教師

前年度までの本校の
現状

ユニバーサルデザインの視点や個に応じた支援をすることで、学習活動における教職員の組織的な
取組ができた。
校庭遊びや体育館遊びを通して運動をする児童が多く運動の日常化、運動意欲向上につなげること
ができた。

学力向上について個の課題を分析し、児童一人一人に合った指導方法を確立するために、教職員で共通理解を図る。
教職員の働き方改革を更に推進し、校務の精選、効率化を行い、活力と愛情をもって児童と向き合う時間を作る。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D）



・学期に1回のなわ跳び
weekの実施

・「体育や校庭遊び
の日やクラス遊びな
ど、体をつかって運
動していますか。」
90%以上

・理解教育実施。 ・各学年での理解教
育実施率100%。

・特別支援教室巡回指導教
員と通常の学級担任との毎
週の連携。特別支援教室専
門員の巡回指導と通常の学
級の観察記録の活用。
・日本語指導員と担任との
連携

・学校評価児童アン
ケート「自分と友達
のそれぞれの良さや
ちがいに気付き、協
力し合ってます
か。」の肯定的回答
95％以上

・エンカレッジルームの保
護者への理解啓発

・年度初め、年度終
わりの全学年の保護
者会でエンカレッジ
ルームを紹介

・年間指導計画に基づいた
副籍交流及び共同学習の実
施
・学校行事への参加の推進

・年間3回以上の共
同学習の実施

・いつでもどこでも誰にで
も挨拶ができる児童の育成

・「挨拶ができる」
アンケート肯定的
90％以上

・スクールカウンセラー
（SC）、スクールソー
シャルワーカー（SSW）と
の連携強化

・児童アンケート
「悩みを聞いてくれ
ますか。」90％以上

・いじめ対策委員会による
いじめの早期発見、情報共
有、早期解決

・いじめ初期対応、
未然防止により、解
消率100％

・各学年、専科で毎月３回
以上日頃の教育活動の様子
をホームページにて発信す
る。

・「ホームページ等
で教育活動や児童の
様子をお知らせして
いる。」月３回～４
回以上更新、行事の
更新を行っている。

・学校公開を年３回実施
・保護者会を年２回実施
・個人面談を年２回実施
・新一年生説明会を実施

・学校評価保護者ア
ンケート「保護者
会、個人面談（担
任・専科教員な
ど）、スクールカウ
ンセラーやスクール
ソーシャルワーカー
との面談等、保護者
の相談に対応してい
る。」の肯定的回答
90％

・学校評議員会・地域教育
推進会を毎学期実施。
・児童、保護者、地域、教
職員へのアンケート調査の
実施

・学校評議員会を毎
学期実施。地域教育
推進会は２学期に実
施。
・年２回以上の実
施。

・月２回の定時退勤日の設
定

・全教職員の超過勤
務時間について、月
４５時間以内。

・会議内容の精選 ・会議45分以内。

〇学校（園）ホーム
ページの充実等

○学校（園）公開の実
施・充実

〇学校関係者評価の充
実

〇働き方改革の推進
「学校における働き方
改革プラン」に基づく
取組の実施

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

〇豊かな心の育成

〇教育相談の強化

体
力
向
上

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実

施・充実



・理科や生活科、総合的な
学習の時間等の指導計画に
沿った栽培や観察を実施す
る。
・全校朝会の校長講話で地
域の自然についての関心を
広げる。

・学校評価児童アン
ケート「農園では、
水やりや草とりをし
ながら、草花や野菜
を育てたり、昆虫を
観察したりして、自
然と親しんでいます
か。」の肯定的回答
90％

・学期はじめに生活習慣振
り返りを行い、十分な睡眠
をとる。
・食育年間計画に沿って、
食に関心をもたせる。
・給食を通して食育を推進
する。

・「９時までにね
る。」「７時までに
起きる。」の達成度
80%以上達成

・地場産業、郷土料理、季
節の料理を使った食育の充
実

・給食では、毎月、
郷土料理と外国の料
理を取り入れ、季節
に応じた料理や行事
食を提供し、食を通
して文化や伝統を理
解させている。

○農園活動の充実
農園の活用を通して、
植物栽培の体験などを
充実させ、感性を育
む。

〇食育・健康教育の推
進


